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研究成果の概要（和文）：2016年12月-2019年12月までに川崎医科大学総合医療センター緩和ケア病棟で加療し
た進行期がん患者157名を対象として血清CRP値・血清フェリチン値・赤血球沈降速度は患者カルテより抽出し、
ヘプシジン濃度は保存血清を用いて測定した。これらのデータと患者予後との相関を確認したところ、CRPとフ
ェリチンについては患者予後と有為な負の相関関係を示し、既報通り進行期がん患者の炎症とがん悪液質の関係
性が示唆された。限られた症例数ではあったが、血清ヘプシジン濃度と患者予後ついても負の相関関係が認めら
れ、鉄代謝経路を介して慢性炎症は進行期がん患者予後に影響を及ぼす可能性が確認された。

研究成果の概要（英文）：We extracted the value of serum CRP levels, serum ferritin levels and 
erythrocyte sedimentation rate from the 157 of medical records for the patients with of advanced 
cancers. We also measured the serum hepcidin levels using preserved serum. To confirm the 
correlation of the inflammation and patient’s survival, we analyzed these three parameters and the 
patient’s survival. We discovered that serum CRP and ferritin levels had the negative correlation 
to patient’s survival. These results indicated that there was a strong correlation between systemic
 inflammation at the metastatic tissue and the cancer cachexia as reported previously. We also 
discovered a significant negative correlation between serum hepcidin level and patient’s survival 
among the limited patients, these results indicated that chronic systemic inflammation caused by 
progression of cancer might affect the clinical outcome of the patients with advanced cancer through
 the iron metabolic pathway.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
患者意向を十分に汲み取った終末期医療を行うために、鉄代謝機構の解析から、緩和ケア領域における患者予後
予測に役立つサロゲートマーカーをスクリーニングし、血清フェリチン値の推移が予後との強い相関を示すこと
が明らかとなったことから、終末期肺がん患者に対する新たな終末期がん患者予測指標を作成し、その有効性を
検証することができた。これらの成果は終末期がん患者のQOL/ADLの改善に役立つことが期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

がん終末期に引き起こされるがん性悪疫質は、腫瘍の進行に伴い持続・増悪する全身性

の慢性炎症が、脳神経系・内分泌系・代謝系・免疫系などの異常を誘発し、「患者の衰弱・消

耗」と「腫瘍の増大・転移」を引き起こす「がんの本質的な病態像」と解釈されている。不可逆

性悪疫質状態の患者予後と炎症性サイトカインやヘプシジン・フェロポルチンによる鉄代謝

系との間に強い相関関係が存在することが示唆されることから、進行期がん患者のがん性悪

疫質について、鉄代謝機構と慢性炎症との関係性を明らかにすれば、①新たな癌性悪疫質

の治療法の創造と②患者予後を反映する客観的なサロゲートマーカーの確立の 2 つの重要

な問題が解決する可能性が示唆される。 
 
 
 
 
 
２．研究の目的 

・進行期がん患者の重篤な合併症である治療不応性癌性悪液質における炎症性サイト

カインを介したヘプシジン－フェロポルチン系を中心とした鉄代謝機構を解析し、が

ん性悪液質の新規治療法を開発する。 

・患者意向を十分に汲み取った終末期医療を行うために、上述の鉄代謝機構の解析か

ら、緩和ケア領域における患者予後予測に役立つサロゲートマーカーをスクリーニン

グし、新たな終末期がん患者予測指標を作成しその有効性を検証する。 
 
 
 
 
 
３．研究の方法 

進行期悪性腫瘍の症状緩和のため、川崎医科大学総合医療センター緩和ケア病棟で治

療する患者に対して、本研究内容を文書で説明し、同意が得られた患者から血液検体を取得

しヘプシジン25を測定した。また患者の病名・予後のデータや身体状態に関するデータにつ

いては患者個人情報と連結不可能な形で取得し、一般採血の項目は実診療の採血データを

利用・収集し、解析した。 
 
 
 
 
４．研究成果 

2016 年 12 月-2019 年 12 月までに川崎医科大学総合医療センター緩和ケア病棟で加療

した進行期がん患者 157 名を対象として血清 CRP 値・血清フェリチン値・赤血球沈降

速度は患者カルテより抽出し、ヘプシジン濃度は保存血清を用いて測定した。これら

のデータと患者予後との相関を確認したところ、CRP とフェリチンについては患者予

後と有為な負の相関関係を示し、既報通り進行期がん患者の炎症とがん悪液質の関係

性が示唆された。限られた症例数ではあったが、血清ヘプシジン濃度と患者予後つい

ても負の相関関係が認められ、鉄代謝経路を介して慢性炎症は進行期がん患者予後に

影響を及ぼす可能性が確認された。 
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